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１．HL7 V2.5の実装状況
〜関連する弊社品の紹介〜

２．HL7CDA R2の実装状況
〜検査結果データのCDA格納⽅法〜
〜弊社品実績例〜

本⽇の内容

(C)2016 NIHON KOHDEN CORPORATION
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実装例１（オーダ受信、受付・実績通知）

HIS or 部門システム 日本光電部門システム

ADT/OMG

実装例３（検査結果送信）
部門システム

ORU
日本光電部門システム

or GW

実装例２（患者基本属性）

HIS or 部門システム 日本光電部門システム

IHE_PDQ
OMI/ORU

(C)2016 NIHON KOHDEN CORPORATION

１．HL7 V2.5の実装状況

⼼電計

関連する弊社システムラインナップ
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関連する弊社システムラインナップ

〜⼤規模施設向け
⽣理/内視鏡検査部⾨システムの
フラッグシップ〜

(C)2016 NIHON KOHDEN CORPORATION



電カル/CPOE
標準化STR

患者属性情報:IHE-PDQ
or SS-MIX標準化STR

ストレージNAS

システムのデータ保存形式が
HL7CDA＋MFER(pdf,jpeg)

in SS-MIX拡張STR

NOT オプション
BUT 標準実装！

高機能
MFER viewer

JLAC10

SEAMAT出⼒

〜各医療情報標準規約を“標準”実装した
中⼩病院向け⽣理検査システム〜

(C)2016 NIHON KOHDEN CORPORATION 5

※SEAMAT：⽇本循環器学会データ出⼒標準フォーマット
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ECS-1000 〜⼼電図をMFER/DICOM/JPEGに変換
して出⼒するゲートウェイ〜

DICOM
or JPEG

(C)2016 NIHON KOHDEN CORPORATION

（簡易⼼電図Viewer）
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実装例１の弊社実績

ほとんどのその他施設では、ベンダープロトコルで
連携している。

HIS or 部門システム 日本光電部門システム

ADT/OMG

OMI/ORU

(C)2016 NIHON KOHDEN CORPORATION

１．HL7 V2.5の実装状況

「患者属性・オーダ情報はHL7、受付・実績通知はベン
ダープロトコル」のように混在している施設が多い。
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実装例２の弊社実績

HIS or 部門システム 日本光電部門システム

IHE_PDQ

ECS-1000
SS-MIX標準化STR

(C)2016 NIHON KOHDEN CORPORATION

Query型患者属性連携でもベンダープロトコル
（CSVファイルでの連携を含む）が多い。

１．HL7 V2.5の実装状況

V2.5
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実装例３（検査結果送信）の弊社実績

ORU
部門システム

日本光電部門システム or 
GW

ECS-1000

6社
（PACSベンダーも多い）

ORU
日本光電部門システム他社部門システム or GW

(C)2016 NIHON KOHDEN CORPORATION

１．HL7 V2.5の実装状況
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◆ORUメッセージでのMFER連携仕様
HL7メッセージについては
JAHIS⽣理データ交換規約Ver.1.0に基づいている

波形はMFER形式、計測値などのテキスト情報はXML形式に
て各ファイルをFTPにて転送している。

OBX|1|RP|MFER^MFERファイル^LOCAL|
|00086_000000069_20140115141555765.mwf||||||R|||2
0140115141527
OBX|2|RP|XML^付帯情報ファイル^LOCAL|
|00086_000000069_20140115141555765.xml||||||R|||2
0140115141527

転送先の相対パスファイル名をHL7メッセージにて送信。

(C)2016 NIHON KOHDEN CORPORATION

１．HL7 V2.5の実装状況

✔

✔

✔
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２．１．HL7CDA R2ベースの結果データと⽅法

(MFER/PDF etc）

(JPEG etc）

(スキャンファイル）

CDA

(結果レポート印字イメージ：
PDF/HTML）

(C)2016 NIHON KOHDEN CORPORATION

２．HL7CDA R2の実装状況

添付⽂書の実体は、外部参照としてCDAに記載している。
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添付ファイル格納フォルダ

添付ファイル（波形MFERファイル/画像ファイル/
レポートPDFファイル等）

検査結果（主CDA）ファイル

0..*

0..*

検査情報をHL7CDAR2形式に記述

CDAの添付ファイルとして、⼼電図波形はMFER形式、
エコーレポートや肺機能検査結果等はPDF形式で⽣成

検査結果⽂書をHL7CDA R2＋MFER or PDF等で表現

(C)2016 NIHON KOHDEN CORPORATION

２．HL7CDA R2の実装状況
２．１．HL7CDA R2ベースの結果データと格納⽅法
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<reference typeCode="SPRT">
<externalDocument>

<code code="1" codeSystemName ="MFER waveform name“
codeSystem=“1.2.392.200119.5.3.1” 
displayName="MFER ECG" />

<text integrityCheckAlgorithm="SHA-1" representation="B64“
mediaType=“application/mwf”
integrityCheck="oaD13OE4O05jeWwlOijtdh0BYU0=">
<reference value="DATA/D20130328112128.MWF" />

</text>
</externalDocument>

</reference>

例）

CDAからの相対パス
添付ファイルバイナリのSHA-1値を
Base64でエンコードした⽂字列。
これにより、CDA⽂書にリンクされたバ
イナリファイルであることを“保証”する

リンク情報を記載

２．HL7CDA R2の実装状況
２．１．HL7CDA R2ベースの結果データと格納⽅法

（外部参照としてのCDA記載例）

(C)2016 NIHON KOHDEN CORPORATION
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XMLヘッダ
患者属性
依頼医
検査者
承認者

施設情報
etc

ヘッダー部
Body部

既往歴
⾃覚症状
コメント

所⾒
計測値

解析結果
添付file

etc

CDAの内容

JAHIS診療⽂書構造化記述規約 共通編Ver.1.0
JAHIS⽣理機能検査レポート構造化記述規約 Ver.1.0

http://www.jahis.jp/jahis_hyojyun/seiteizumi_hyojyun/

２．HL7CDA R2の実装状況
２．１．HL7CDA R2ベースの結果データと格納⽅法

(C)2016 NIHON KOHDEN CORPORATION
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拡張ストレージルート
患者ID 先頭3Byte
患者ID 4Byte⽬から6Byte

キー情報（study毎の部⾨管理番号）

患者ID
検査⽇(YYYYMMDD)

データ種別

添付ファイル格納フォルダ

検査結果（主CDA）ファイル

弊社での実績例

1..*

1..*

1..*
HTML

２．HL7CDA R2の実装状況
２．１．HL7CDA R2ベースの結果データと格納⽅法

(C)2016 NIHON KOHDEN CORPORATION
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JCS（⽇本循環器学会）データ出⼒標準フォーマット
ガイドライン

(C)2016 NIHON KOHDEN CORPORATION

さらに・・・

SEAMAT: Standard Export datA forMAT

2015年11⽉にリリースされた。弊社システム品では、
本ガイドラインに準拠した出⼒が可能（弊社品
PrimeCreatでは標準機能）

２．HL7CDA R2の実装状況
２．２．⽇本循環器学会データ出⼒標準フォーマット

http://www.j-circ.or.jp/itdata/jcs_standard.htm
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投薬情報等

標準化STR

各
部
⾨
シ
ス
テ
ム
等

⼼電計

エコー

⼼臓カテーテル
検査

SS-MIX拡張
ストレージ

この部分の
標準化を⾏う

・循環器疾患
レジストリ

・研究⽤DB
・施設間連携

２．HL7CDA R2の実装状況
２．２．⽇本循環器学会データ出⼒標準フォーマット

(C)2016 NIHON KOHDEN CORPORATION
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拡張ストレージルート
患者ID 先頭3Byte
患者ID 4Byte⽬から6Byte

コンテンツフォルダ（主CDA単位）

患者ID
検査⽇(YYYYMMDD)

データ種別

添付ファイル格納フォルダ

添付ファイル（波形MFERファイル/画像ファイル/
レポートPDFファイル等）

0..*
JAHIS診療⽂書構造化記述規約

拡張STRに保存する

検査結果（主CDA）ファイル

命名則等を技術⽂書に記載

1..1

0..*

0..*

２．HL7CDA R2の実装状況
２．２．⽇本循環器学会データ出⼒標準フォーマット

循環器領域データに限らず、
広範な検査種に対応できる。

(C)2016 NIHON KOHDEN CORPORATION
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CDAにリンク情報を記述

SEAMAT形式保存例

２．HL7CDA R2の実装状況
２．２．⽇本循環器学会データ出⼒標準フォーマット

(C)2016 NIHON KOHDEN CORPORATION
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⽣理検査システムでのHL7CDAR2保存出⼒実績施設

2016年4⽉現在 ⽇本光電製システム

〜⼤規模施設向け〜

〜中⼩規模施設向け〜 バックアップ⽤

地域連携⽤

将来のため？！

(C)2016 NIHON KOHDEN CORPORATION


